
鹿 児 島 市
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本日お伝えすること

①鹿児島市の自殺の現状と課題

②４つの取組
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図１ 年代別自殺者数の推移
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図２ 原因別の自殺者数（複数回答 3つまで）

（平成23年～27年 総数555人）
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（自殺特別集計） 4

健康問題が最も多い

経済・生活問題が
次いで多い

うつ・身体の病気が多い

多重債務・負債が多い



≪ 統計から見えた現状や課題 ≫

課題３ 自殺に関する相談窓口を知らない人が多い。
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課題２ 自殺を考えた時、相談していない人が多い。

課題１ 自殺の原因は、「健康問題」「経済・生活問題」が

多く、「経済・生活問題」の内訳をみると、「負債」が

原因の自殺者が多い。

課題４ 自殺の現状を知っている人が一割にも満たない。



≪具体的な取組≫

④相談窓口の周知

①自殺予防の普及啓発

②50～69歳の周囲の人への支援

③相談しやすい場の設定
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*

その他、

保健センターの祭り・イベント
等でも活用予定。

取り組み１ 自殺予防の普及啓発

7



*市民のひろば

*健康ニュース

*ホームページ

*鹿児島県自殺予防街頭キャンペーン

*市民健康まつり

*各保健センター健康まつり 等

広 報
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*

職員向け

市民向け

取り組み２

50～69歳の周囲の人への支援
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アンケートの結果！
・夕方18時以降！！
・ショッピング

センター！！

取り組み３

相談しやすい場の設定
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ミニレクチャー

「消費者トラブルに
合わないためには？！」

「不登校生と
家族の支援」
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*

手書きのメッセージ
を添えて、取りやす
いように工夫。

取り組み４ 相談窓口の周知
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*

*
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ご清聴ありがとうございました
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鹿児島市自殺予防対策委員会



自殺予防分野では、自殺の現状を分析し鹿児島市の現状に沿った取り組みを進めます。

相談していない人の中

で、約７割が相談場所を
知らない

鹿児島市で毎年約 100 人の方
が自殺で亡くなっていること

を知っている人は６％

【出典】かごしま市の保健と福祉（人口動態統計）（鹿児島市）【データ】国、県、市、両性、全年齢、2008～201３年合計

【出典】事故やけがに関するアンケート調査（鹿児島市）【データ】市、両性、50～69 歳、2013～2014 年度合計

① ５０・６０歳代の自殺の原因は、「健康問題」「経済・生活問題」

が多く、「経済・生活問題」の内訳をみると、「負債」が原因の

自殺者が多い。

② 自殺を考えた時、相談していない人が多い。

③ 自殺に関する相談窓口を知らない人が多い。

④ 本市の自殺の現状を知っている人が一割にも満たない。

中高年（50～69 歳）

の自殺者数の減少

【出典】かごしま市の保健と福祉（人口動態統計）（鹿児島市）【データ】市、両性、全年齢、2008～201３年合計

自殺死亡 率は国や県よりは低 く推移
して いるが、鹿児島市 では毎年 100 人
前後 が自殺で 亡くなっ ている

【出典】自殺統計原票データの特別集計（発見日・住居地）（内閣府）【データ】市、両性、全年齢、2011～2013 年合計
【出典】事故やけがに関するアンケート調査（鹿児島市）【データ】市、両性、50～69 歳、複数回答、2013～2014 年度合計

50・60 歳代が多い

負債が多い

自殺死亡率と自殺者数の推移 年齢別自殺者数

経済・生活問題の内容別自殺者数 自殺に関する知識の認識度

自殺を考えた時の相談相手と相談場所の認知度

相談していない人が多い

交通事故による死亡者数

と比べて、4.３倍以上多い

様々なデータから見えた現状や課題 具体的な目標



*無料相談窓口案内カードの充実

委員会が内容を検討し、必要な人の手

に届くための設置・活用について検討

します。

対策委員会では市民アン

ケートを基に相談しやす

い場所や時間を検討して

います！

自殺についての正しい知識

を普及し、地域全体で自殺

を予防していきます！

*既存の相談について、さらに相談しやすい場所・時間

・方法を検討します
アンケートの結果を基に、関係機関ごとに検討し、必要に応じて

場所・時間・方法を変更します。

*関係機関が連携し相談を受けられる場を検討します

自殺についての正しい知識を

普及し、地域全体で自殺を

予防していきます！

セーフコミュニティに取り組んでから拡充された 4 つの取り組みについて紹介します！

                                   

                                                      

保健所の壁を使用                                                                        内閣府の発行した

した「自殺予防週間」の広報                                                                   ゲートキーパー手帳

【活動実績】                                          【活動実績】

内 容 ２０１３年度 ２０１４年度

広 報 回 数 7 回 14 回

チ ラ シ 配 布 枚 数 26,314 枚 18,922 枚

メンタルヘルス講演会

（ 労 働 者 向 け ）

77 回  2,713 人 91 回 2,395 人

（7 回）

【実施者】市医師会、県看護協会、鹿児島労働基準監督署、

     鹿児島産業保健総合支援センター、県精神保健福祉士

     協会、県臨床心理士会、鹿児島県、鹿児島市

【活動実績】                           【活動実績】

                       

【実施者】鹿児島いのちの電話協会、市医師会、県弁護士会、

      県司法書士会、県精神保健福祉士協会、市社会福祉

     協議会、鹿児島労働基準監督署、ＮＰＯ法人いじめ対策

プロジェクト、鹿児島県警察、鹿児島県、鹿児島市

取り組み２ 支援者への支援   

*鹿児島市の自殺の現状の周知

鹿児島市では毎年 100 人前後の方が自殺

で亡くなっていること、自殺は防ぐことがで

きることなどを各広報誌やマスメディアを通

して広報します。

*メンタルヘルス講演会等の開催

働く世代の現状や正しい知識を広く普及

し、本人や周囲の方が予防策を学ぶ機会を

提供します。

【実施者】県弁護士会、県司法書士会、県看護協会、市薬剤師会

      市民生委員児童委員協議会、県臨床心理士会、県精神

      保健福祉士協会、県理容協会、鹿児島県、鹿児島市

取り組み３ 相談しやすい場の設定 取り組み４ 相談窓口の周知

*ゲートキーパー養成講座の開催

〇市民を対象とした講座

〇関係機関が主体となる講座

【実施者】ゲートキーパー、鹿児島いのちの電話協会、市医師会、

市薬剤師会、市立病院がん相談支援センター、鹿児島

産業保健総合支援センター、鹿児島県警察、鹿児島県、

鹿児島市    

３万枚のカードを作成し、いざという時に相談

できる効果的な方法を検討しています！

内 容 ２０１３年度 ２０１４年度

ゲートキーパー養成講座 7 回  388 人 ７回  310 人

内 容 ２０１３年度 ２０１４年度

相談窓口案内カードの配布枚数

相 談 窓 口 の 広 報

10,160 枚

3 回

13,650 枚

9 回

内 容 ２０１４年度

相談の開設機関数

相 談 者 数

15 機関

15,170 人

自殺予防対策は生きる支援です！


